
【Ｒ６年度】重点目標の取組・概要（ゆめみヶ丘岸和田の活性化促進[丘陵地区整備事業]）

担当課（内線） 都市整備課（3126） 重点目標の方向性 地域活動の活性化に向けた支援

重点目標
都市課題を解決する仕組みづくりの実現

行政の役割
地域のコミュニティ活動を支援するととも
に、市民活動に参加しやすい環境づくりを
進める

現状と課題

・ゆめみヶ丘岸和田まちづくり協議会が今後も自立した活動を継続して
いけるよう、市としての側方支援体制について協議を継続する必要があ
る。その中で、市における協議会の位置づけについては今後も調整が必
要。

課題に対する取組の内容（めざす成果・期間・対象者・手法など）

【中期的(4～5年後)にめざす成果】
・まちづくり協議会を含め、地域課題解決にむけてのコミュニティ活動に
対する市の後方支援の仕組みが整い、役割分担が浸透している状態をめざ
す。
【成果に向けての各年度の進め方】
・R5事務局体制の確立(事務局長の委嘱)
・R6以降自立した協議会運営の継続に向けた側方支援の実施
実質的な協議会会員の確保

【Ｒ６年度の取組内容（期間・対象者・手法など）】
・自立した協議会運営を行ううえで重要な市の側方支援体制の確立

Ｒ６年度の事業費（内訳）

・ゆめみヶ丘岸和田まちづくり協議会の運営経費（市の支出なし）

Ｒ６年度以降の想定事業費（ランニング経費）

・ゆめみヶ丘岸和田まちづくり協議会運営(人件費含む）
経費（市の支出なし）

取組の進捗・成果を測る指標

・協議会活動の回数（会議、イベント開催
等）
（2021➡2025）28回➡30回
・協議会活動者数（会員数）
（2021➡2025）330人➡500人

成果・指標が未達成の場合の取扱い

※必ず縮小・廃止時期を記載すること

・今後も継続した協議会運営の実施を想
定



【Ｒ６年度】重点目標のロジックモデル（ゆめみヶ丘岸和田の活性化促進[丘陵地区整備事業]）

ロジックモデル【事業立案時点】

その他（財源、他団体の状況、行政サービスとしての適正性について など）

・まちづくり協議会の自立的な運営にむけて側方支援（予算は伴わない）

【インプット】

• ゆめみヶ丘岸
和田まちづく
り協議会

• 運営経費

【活動】
・自立した協議会運営を行う
うえでの市の側方支援体制の
確立

【アウトプット】

• 協議会の事務局
体制の構築

【初期アウトカム】

• まちづくり協議
会の活動促進

【中間アウトカム】

・まちづくり協議会の
参加者が増加する

⇩
【最終アウトカム】

• 丘陵地区の活性化
指標：方針の決定 指標:事務局の確定

指標：協議会活動の
回数

指標：丘陵地区の交流
人口（共通）

指標：協議会活動者
数（会員数）

まちづくり協議会は、実
質的な協議会会員の確保



【Ｒ６年度】重点目標の取組・ロジックモデル（丘陵地区の活性化促進[丘陵地区整備事業]）

ロジックモデル【事業立案時点】

その他（財源、他団体の状況、行政サービスとしての適正性について など）

・財源：ローカル10000プロジェクト

丘陵地区の活性
化

業務エリア

農エリア

居住エリア

エリアをつなぐ
取組

企業誘致
促進

まちづくり協議
会の運営

農地販売

商業地誘致

交通利便性の向
上

入居者誘致

農地活用

固定資産助成

地域公共交通の
検討

まちづくり協議
会伴走支援

区画整理組合と
連携した誘致

市有農地の公募

みどり公社によ
るマッチング

住宅地の販促

自然エリア保全、活用
竹資源の循環促
進、広域連携

パンダバンブー
プロジェクト

企業誘致数

商業地誘致数

農地販売面積

農地利活用事例数

居住人数

保全活動数、活用事例数

会議回数

助成件数

連携数

契約数

マッチング件数

販売数

広域連携事例数

支援数

スムースに移動できると考える市民の割合（牛滝の谷）バス利用者数



【Ｒ６年度】重点目標の取組・評価シート①（ゆめみヶ丘岸和田の活性化促進[丘陵地区整備事業]）

■ 中期的にめざす成果に対する達成度

• まちづくり協議会を含め、地域課題解決に
むけてのコミュニティ活動に対する市の後
方支援の仕組みが整い、役割分担が浸透し
ている状態をめざす。

■ Ｒ６年度における達成度（当初の実施予定に対する達成度）

■ Ｒ６年度において実施・実現できたこと

■ 主な「取組の進捗・成果を測る指標」の状況

• 事務局長の確立
• 委員への負担軽減となる会議等のスリム化

測定有無 指 標 名 単位 基準値（年次） 目標値（年次） Ｒ６年度実績値

〇
協議会活動の回数（会議、イベント開催
等）

回 28（2021） 30（2025） 39

〇 協議会活動者数（会員数） 人 330（2021） 500（2025） 379

• 自立した協議会運営の継続に向けた側方支
援の実施

• 実質的な協議会会員の確保



【Ｒ６年度】重点目標の取組・評価シート②（ゆめみヶ丘岸和田の活性化促進[丘陵地区整備事業]）

■ 次年度以降の予定・改善内容

■ Ｒ６年度において実施・実現できなかったこと ■ 課題分析

• 自立した協議会運営に至らなかった。
• 後方支援に関する役割分担の浸透に至らなかった。

• 人材発掘の手法について検討が必要
• 人の交流を生む仕組みが必要
• 庁内の支援体制調整

• 継続して市の支援方法・役割を確認できるよう、庁内協議を
行う

• 丘陵地区の活性化に向けて、人が交流する仕組みを会員とと
もに検討していく

■ ロジックモデルの振り返り

• アウトプットは一部確定しつつある中で初期アウトカム
は実現できている

• アウトカムの発現に努める


